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は じ め に 

 

 １９９５年（平成７年）に発生した「阪神・淡路大震災」においては、大阪市で

も大きな被害を被りました。日頃からの災害に対する心構えの希薄さや設備の整備

や物資の備蓄が個人や地域、自治体においても不十分であったことが一つの要因と

され、その教訓を生かし、今日各種の防災計画が策定され、施設の耐震整備も進め

られているところです。 

 大学においても「安全で快適な教育・研究環境」の確保が重要であるという観点

から、いつ発生するかわからない地震をはじめ、火災や風水害などの被害を未然に

防止し、また万一発生したときでも被害を最小限にとどめる様々な取り組みを進め

ているところです。 

 また、近年、「池田小事件」や「寝屋川小事件」など、学校内において凄惨な事件

が続発し、「学校の安全」に対する市民意識が高まるとともに、一人暮らしの学生を

狙った空き巣や、痴漢、盗撮、ストーカーなど様々な事件が連日のように新聞で報

じられています。 

このマニュアルは、学生の皆さんが、安全に安心して教育・研究・課外活動さら

には快適な日常生活を送れるよう、震災や火災、風水害などの災害に迅速かつ的確

に対応するために、また犯罪、事件などに巻き込まれないために、学生生活におけ

る注意事項や具体的行動を定めたものです。内容をよく読んで「いざ」という時に

備えましょう。 
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Ⅰ 地震・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
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Ⅲ 風水害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

Ⅳ 犯罪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

ＡＥＤの使用方法と設置場所・・・・・・・・・・・１５ 

避難に適した場所 （杉本キャンパス）・・・・・・・１７ 

防災チェックリスト （避難袋の中身）・・・・・・・１８ 

１１９番通報メモ・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

緊急連絡先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 
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Ⅰ 地震 

 地震はいつどこで起こるかわからない。日常生活すべての場面において、地震が

起こったときの自己の行動をイメージすることに努めること。また、避難路や避難

場所は常に確認しておくこと。 

 自宅においても、家具などの転倒防止措置や非常用飲料水、非常食や非常用持ち

出し品を常備しておくなど、緊急時に備えておくこと。 

地震発生時には、まず自分の身の安全を確保するよう努め

る。 

 どんなに大きな地震でも、大揺れは１分程度でおさまる。

揺れがおさまるまで冷静に待機すること。また、常に周囲と

声をかけあって集団で行動すること。 

 地震鎮静後、自己及び家族の安全が確保された後は、地域

や行政などが募集するボランティアに積極的に参加するこ

と。 

 
 
 キャンパスにいる時   

                       

【発生時】 

① 教室等にいるとき 

・ あわてて外へ飛び出さない。机の下などに身を伏せ、 

机の脚を押える。 

・ 周辺がパニックに陥りそうなときは、「落ち着け」

「机の下にもぐれ」など、大きな声をかけあう。 

・ 身を隠す場所がない場合は、できるだけ転倒物や落

下物の危険がない広い場所で衣服や持ち物などで

頭を覆いかがみこみ、落下物から身を守る。 

・ 窓ガラス付近はガラスが割れて飛散する場合があ

り危険。ブラインドやカーテンを閉め急いで窓際か

ら離れる。 

・ ドア付近にいた場合は、ドアを開け出口を確保する。 

・ 体育館にいる場合は、安全な場所に集まってしゃがみ、落下物に注意する。 
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② 実験中 

・ 「火を消せ」と声をかけあい、すぐに火の始末をする。

電気機器などの電源は切る。ボンベを閉めて危険なガ

スの流出を防ぐ。ただし揺れが大きく、火の始末が不

可能な場合はまず身の安全を図る。 

・ 火災が発生した場合は、大学内では消火は基本的には

教職員があたるのでその指示にしたがい、揺れがおさ

まったら避難を行う。 

③ 廊下、階段にいるとき 

・ 壁が倒れてくる可能性があるので、壁には寄らず、でき

るだけ教室に避難して机の下にもぐる。 

・ 教室がない場合は、蛍光灯などの下から離れ、衣服や持

ち物などで頭を覆いかがみこむ。 

・ 渡り廊下や階段を通行中の場合は、すみやかにそこから

離れ、安全な場所に退避する。 

・  

 

④ エレベーターに乗っているとき 

・ 最寄の階のボタンを押して、停止した階で降りる。 

・ 途中で停止した場合は、非常ボタンやインターホン 

で外部に救助を求める。 

・  

 

 

 

 

 

⑤ 屋外にいるとき 

 速やかに建物、高い壁、送電線等から離れる。 

       

 

 

 

【避難】 

 教室にいる場合は教職員の指示に従って避難 

する。あわてて出口に殺到しない。 

 授業中であれば、教員を中心にひとかたまり 

になって、その他の場合でも声をかけあって 

できるだけ集団で冷静に避難する。 
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 大きな地震には余震がある可能性が高いので、大きな建物の周囲は避けてグ

ランドなどの広い場所に避難する。 

 落下物や機械類、棚等の転倒、地震による段差

や陥没などに十分注意しながら速やかに避難す

る。 

 避難は徒歩で、持ち物は最小限にとどめること。 

 身障者や負傷者がいる場合は、手助けしながら

避難する。 

 重症等により避難できなかった人や行方不明者

がいる場合は、教職員にすぐ連絡する。 

 室内では壁伝い、廊下では中央を通る。エレベ

ーターの使用は厳禁。必ず階段を使用する。 

 停電している場合は、緑色の誘導等を目印に避難する。 

 避難場所においては、けが人等に対して医師などの応援が駆けつけるまで、

できる限りの応急措 置を施す。          

         

 

 

 

 

 

 

キャンパス以外にいるとき 

 

【発生時】 

① 乗り物に乗っているとき 

 急停車に備え、つり革・手すりなどにすぐつ

かまる。 

 停車しても、勝手に非常コックを使って車外

へ出たり、窓から飛び出したりせず、乗務員

の指示を待つ。 

 特に地下鉄などは、線路横に高圧電流が流れ

ており極めて危険。 

 

     

② 地下にいるとき 

 あわてて出入り口に殺到せず、いったん

壁や太い柱に身を寄せ、係員の指示に従

う。 

 停電になっても非常用照明灯がすぐつく

ので、落ち着いて行動する。 

 出火がある場合は、近くの消火器ですば

やく消火する。 

 地下での火災は煙や有毒ガスが充満しや

すく危険である。ハンカチなどで鼻と口を覆い、体をかがめて這うように壁

伝いに煙の流れる方向へ避難する。 
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③ 路上にいるとき 

 その場に立ち止まらず、衣服や持ち物などで頭を覆いながら近くの空地、公

園や頑丈そうなビルの中へ避難し、落下物からの危険を回避する。 

 ブロック塀や自動販売機など設置物のそば、ビルの壁際などへは近づかない。 

 垂れ下がった電線には近づ 

かない 

 崖や川べりは、地盤が緩み崩 

れやすくなっている場合があ 

るので近づかない。 

 地面の亀裂、陥没や電柱、塀 

等の転倒に注意する。 

 

④ 自宅等にいるとき 

 基本的には、教室等にいるときと同様に、あわてて外へ飛び出さず、机の下

等に身をかくし揺れがおさまるのを待つ。 

 足元の散乱物や落下物に注意して避難などの対応を行う。 

 

      
 

 

【避難】 

 自宅が危険な状態になった場合は、近隣の避難場所へ避難する。 

 服装は活動しやすいもの、携帯品は必要なものだけにしてあとは

背負うようにする。 

 可能であれば、ヘルメットや厚手の衣服、手袋などを着用して避

難する。 

 避難は徒歩で行うこと。 

 避難にあたっては、ブレーカーを切り、自分の避難先を家の前に

メモで張り出しておくこと。 
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 避難後について 

 

 ラジオやテレビ、インターネット、携帯電話などから

的確な情報を得て行動することが肝要。けっして誤っ

た不適切な情報に惑わされたり、広めたりすることの

ないように心すべき。 

 自分の身の安全が確保された後は、近隣の消火活動や

救護活動に従事する。 

 時間経過とともに、各地域避難所において救援物資の

分配や要介護者支援などの業務が生じてくるので、こ

ういった活動に積極的に参加する。 

 大学においては、災害対策本部が設置され、適宜情報が流されていくので、

インターネットなどを通じて大学情報は常に収集に努め、大学でボランティ

アの募集等があれば可能な限り参加する。 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

学外で被災した場合は、自己の安否について各学部事務室へ電話、メール等に

より報告しましょう。
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Ⅱ 火災 

「早く知らせる」「早く消す」「早く逃げる」が火災の

被害を最小限に食い止めるポイント。日頃から消火器や

火災報知機などの配置場所、複数の避難路などを確認し

ておくこと。自宅においても消火器など最低必要な設備

は常備しておくこと。 

初期消火は大事。しかし大量のガスが発生したり、火

が天井まで広がったら躊躇せず避難すること。 

 

 

【早く知らせる】 

 「火事だ！」と大声で叫んで周囲に早く知ら

せる。 

 守衛室や事務室へ火災の状況を連絡する。 

 消火不可能な場合はあわてず正確に１１９番

通報を行う。火災発生の建物の所在地と名称、

状況を伝える。 

 大学においては、非常ベルを押すと、報知器

のベルが鳴り、消火栓ポンプが始動し、発火

場所が事務室等に伝わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【早く消す】 

 初期消火は非常に重要。可能な限り、消火器、バケツ等により初期消火にあ

たる。（大学内では消火は基本的には教職員があたるのでその指示にしたが

う） 

 ガスの元栓を閉じ、火元からできるだけ離れ

た位置で電源を切る。周囲の燃えやすいもの

をすばやく除去する。 

 被服に着火したときは、手や有り合わせのも

のでもみ消すか水を被る。さらには床に転げ

てもみ消す。 
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※エレベーター使用禁止！ 

 廊下の防火扉を閉めるときには、大声を出して通知し、内部に人がいないこ

とを確認する。 

 

  

 

 

 

【早く逃げる】 

 天井が燃え始めたり、ガスが発生したりし

た場合は消火を断念し速やかに避難する

こと。 

 授業中、火災が発生したときの避難にあた

っては必ず教職員の誘導、指示に従ってか

たまって避難すること。また、避難後、逃

げ遅れた者がいる場合はすぐ教職員に連

絡する。 

 避難場所で人数確認を行う旨教員が指示し

た場合は、勝手に避難場所から離れない。 

 避難するときは、ガスの元栓や電源を止め、

危険物の除去を行い、内部に人がいないことを確認して扉を閉める。 

 廊下での避難方向は、煙の流れを見て風上へ逃げる。タオルやハンカチなど

を口に当て、姿勢をできるだけ低くして避難する。 

 屋内階段は煙の通路となり危険が多い。できるだけ屋外の非常階段を使用す

る。エレベーターは使用しない。 

 非常階段や非常梯子が使えないときは、窓を開けて大声で救助を求める。 
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日頃から火気の取り扱いに注意するなど、防火意識の徹底を！ 
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Ⅲ 風水害 

 台風は規模や襲来時間などを事前に予測すること

ができる。正確な情報をはやく知って台風通過に備

え、通過中は外出しないこと。また、集中豪雨等に

より避難勧告が出されることもあるので、テレビ等

からの情報収集は怠らないこと。 

 地震と同様、普段から非常用持ち出し品の準備を

しておくこと。台風接近時には外出を控え、飛びや

すいものは屋外に置かず戸締りを厳重に。 

 

 

【台風時等の授業】 

「大阪府に暴風警報」が発令された場合の授業は原則

休講。ただし、警報解除の時刻により全部または一部の

授業を行うので注意する。また、状況によって警報発令

の有無にかかわらず特段の

決定を行うこともある。 

授業が休講となった場合

は課外活動も控える。 

 

            

第一部 

 警報解除の時間 休講となる時限 授業を行う時限 

 午前７時以前   全時限 

 午前１０時以前  １・２時限 ３・４・５時限 

午前１０時を過ぎて

も解除されない場合 

  全時限  

第二部 

 警報解除の時間 休講となる時限 授業を行う時限 

 午後３時以前   全時限 

午後３時を過ぎても

解除されない場合 

  全時限  

 

 昼間、途中の授業から休講と 

なった場合は、帰宅に際して 

強風、豪雨には十分注意し速 

やかに帰宅する。 

 台風通過後も増水した河川や、 

がけ崩れの可能性がある急な 

斜面などには近づかない。 
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Ⅳ 犯罪 

 盗難や空き巣、痴漢、ストーカーなどの事件が増えている。特に一人暮らしの学

生が狙われやすい。自己責任で様々な危険を回避できるよう、日頃から防犯意識を

強く持ち、駈け込み場所や交番の確認、防犯ブザーの携帯、玄関・窓の常時施錠な

ど安全対策を怠らないこと。 

また、学生証など個人情報の管理を徹底し、インターネットなどにより不用意に

自分の個人情報が流出しないように注意すること。 

 

 

【ひったくり】 

 特に夜間は人通りの少ない道は避ける。自宅の近所 

でもできるだけ明るく人通りがある道を通る。 

 自転車のかごはカバーをつけるか、かばんの上を雑 

誌等でカバーする。 

 歩くときはかばんは車道と反対側に持つ。銀行等で 

現金を下ろした後は特に注意する。 

 歩きながらの携帯電話の通話やメールは控える。 

 凶器を持っている犯人もいる。無理に奪い返そうと 

したり、犯人を捕まえようとするのは危険。 

 被害にあったら大声をあげ、直ちに警察に通報する。 

 

【空き巣】 

 玄関や窓の施錠はしっかりと。ピッキング対

策済みの鍵がベスト。 

 ポストに郵便物や新聞がたまっていると不

在であるサインになる。毎日確認すること。

旅行等で長期不在となる場合は新聞配達を

停止するように。 

 自転車は所定の場所に必ず施錠して駐輪す

る習慣をつける。 

 万一侵入された時に備えて、被害を最小限にとどめるために現金、通帳、印

鑑は分けて保管する。保険証や学生証なども借金などに悪用される危険があ

るので注意する。 

 最大の防犯は、隣近所の入居者同士のつながり。いざというときお互い助け

あえるよう、普段からコミュニケーションを怠らない。 
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【不審者】 

 在宅中に進入されたら密室状態になる。在宅中

でも鍵をかけること。 

 見知らぬ来訪者にはインターホンで対応。宅配

便等でドアを開ける必要があればドアチェー

ンを使用する。 

 オートロックを開けるときは、関係のない人は

通さない。また、鍵を

開けるときは背後に

注意する。 

 侵入者がいる気配を

感じたら部屋に入らない。 

 深夜のエレベーターは危険。不審者が乗ってきたら

いったん降りたほうが賢明。 

 大学で不審者と遭遇しても、凶器を持っている可能

性もあるのでまず身の安全を確保し、一人で対応し

ないで教職員、守衛室に通報する。 

 凶器を振り回すなど緊急を要する場合は迷わず警察へ通報する。 

 

【痴漢・ストーカー】 

 便利な乗車場所の車両など込んでいる車両は避ける。

時には乗る時間や場所を変える。 

 痴漢に遭った場合は勇気を出して周囲に訴える。すぐ

に駅員や警察や届け出る。 

 痴漢かどうか確信がもてない場合は、一旦降りて車両

を変えたり、次の列車に乗り換える。 

 エスカレーターや階段下付近では盗撮犯が機会を狙っ

ていることがある。日頃から不審な挙動の人がいないか注意する。 

 ストーカーの被害を防ぐためには、相手に生活パターンを読まれないように

する。明細書や手紙など個人情報がある書類を捨てるときは、シュレッダー

を使用する。 

 ストーカーの被害にあった場合は、ひとりで悩まず家族や警察など信頼のお

ける人に相談する。 
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緊急連絡先 

消防署（火災・救急）     局番なし１１９ 

警察             局番なし１１０ 

災害用伝言ダイヤル      局番なし１７１ 

 

大学（杉本キャンパス）     

 総務課安全衛生管理担当      （06）６６０５－２０９７ 

 学生支援課学生担当     （06）６６０５－２１０１ 

 学生支援課教務担当     （06）６６０５－２１３１ 

 保健管理センター      （06）６６０５－２１０８ 

 商学部事務室        （06）６６０５－２２００ 

 経済学部事務室       （06）６６０５－２２５０ 

 法学部事務室        （06）６６０５－２３００ 

 文学部事務室        （06）６６０５－２３５０ 

 理学部事務室        （06）６６０５－２５００ 

 工学部事務室        （06）６６０５－２６５０ 

 生活科学部事務室      （06）６６０５－２８００ 

 創造都市研究科事務室    （06）６６０５－３５０７ 

 本館地区守衛室       （06）６６０５－２０９０ 

 理工地区守衛室       （06）６６０５－２０９４ 

 旧教養地区守衛室      （06）６６０５－２０９２ 

 学術情報総合センター警備員室（06）６６０５－３３３３ 

 

大学（阿倍野キャンパス） 

 医学部事務室        （06）６６４５－３６１１ 

 看護学研究科事務室     （06）６６４５－３５１１ 
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